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　１月21日、広域中央運動公園総合体育館において新「古河市」誕生記

念式典が挙行されました。

　式典は、1,000人の参列者を迎え、市長、議長あいさつに続いて、合

併功労者と市政功労者の表彰、市章の発表、そしてアトラクションとし

て総和中学校ストリングス・オーケストラ部が演奏を披露し、参列者全

員の万歳三唱をもって閉じました。

　新しい「古河市」の発展と飛躍を誓う式典でした。

舘野　喜重郎（元三和町長、元

合併協議会会長）

小久保　忠男（元古河市長、元

合併協議会副会長）

白戸　仲久（元総和町長、元合

併協議会副会長）

合併功労者総務大臣表彰（敬称略）

落合　道雄

 峯　 正一

清宮　正人

針谷　　勇　

小林　　實　 

今泉　　優　

合併功労者感謝状（順不同、敬称略）

（元合併協議会委員）

（元合併協議会委員）

（元合併協議会委員）

（元合併協議会委員）

（元合併協議会委員）

（元合併協議会委員）

渡邊　澄夫

大里　八郎

 柳　　　優　

斉藤　一惠

内藤　勝義

山室　和男

（元合併協議会委員）

（元合併協議会委員）

（元合併協議会委員）

（元合併協議会委員）

（元合併協議会委員）

（元合併協議会委員）

新「古河市」誕生記念式典



広報広報古河古河 2006.２. 2006.２.１１ 3

靏見　　進　

増田　　悟　

山腰　　進　

印出　和夫

渡辺美智子

小西　昌弘

（元合併協議会委員）

（元合併協議会委員）

（元合併協議会委員）

（元合併協議会委員）

（元合併協議会委員）

（元合併協議会委員）

白石　幸雄

岩本　清治

大木　康造

田中　衛八

岩田　享子

（元合併協議会委員）

（元合併協議会委員）

（元合併協議会委員）

（元合併協議会委員）

（元合併協議会委員）

舘野　喜重郎（元三和町長、

元古河市長職務執行者）

市政功労者表彰（敬称略）

　新生「古河市」は魅力に満ち、大きな発展の可能性を秘め

ております。その理由としまして、地勢や地理的条件、交通

体系に恵まれるとともに、歴史や文化が息づき、旧古河市の

商業、旧総和町の工業、旧三和町の農業と、それぞれ特色の

ある産業基盤に立脚していることが挙げられます。さらに将

来は、首都圏中央連絡自動車道へアクセスする国道354号バ

イパスや、県都水戸方面に向け北関東自動車道へアクセスす

る筑西幹線道路の整備等により、新市の発展の可能性は一層

高まってまいるものと考えております。

　ところで、合併の目的は、少子高齢化や地方分権のさらな

る進展等を見据え、活力ある地域の創造に向けて、将来にわ

たりさまざまな行政課題に対応できるよう自治体の基盤強化

を目指したものであり、それだけに合併効果をできるだけ早

期に、しかも最大限に発揮して、新市建設計画に掲げる「風

格と希望に満ちた“いきいき古河”」の実現と市民サービスの

向上につなげていくことが求められております。

　しかし、合併したとはいえ、今日の厳しい財政状況のもと

で多くの課題や多種多様な市民ニーズに対処していくために

は、なお一層の行財政改革など相当の努力が必要であり、合

併で楽観することなく、今後は「地域の経営力」を高めてい

くことが最も重要であります。

　そこで私は、地域の経営力、言い換えますと、自治の力を

高めていくためには、市民の融和と一体感の醸成を図りつ

つ、執行部と議会、そして市民の三者が新市の可能性と将来

像を共有したうえで英知を結集し、協働体制によりまちづく

りを進めていくことが不可欠であると考えております。

　先ほど申し上げましたとおり、新市は大きな発展の可能性

を秘めておりますが、可能性を現実の発展に変えていくため

には、今後の取り組み如
い

何
かん

にかかっております。私は、新市

が有している豊かな地域資源を活用し、市民の皆さまととも

に手を携え、合併して本当に良かったと実感できるまちづく

りに、全身全霊を傾け、邁
まい

進
しん

していくことをお誓い申し上げ

ます。

－市長あいさつから－　

▲式辞を述べる市長

▲素晴らしい演奏を披露した総和中学校Ｓ・オー

ケストラ部

▲市章発表の瞬間

▲総務省大臣官房の荒木総括審議官から表彰を受

ける舘野喜重郎氏（左）

「風格と希望に満ちた“いきいき古河”」の
実現へ
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古河グラフィック特集

　１月８日と成人の日の９日、市

内３カ所で「成人の集い」が行わ

れました。会場は、８日が古河地

区の公会堂と三和地区の三和健康

ふれあいスポーツセンター、９日

が総和地区の生涯学習センター総

和（とねミドリ館）。市内1,782人

の新成人のうち、1,382人が各地

区の会場に出席しました。

　古河地区では、式典の中で映像

メッセージを上映。中学校時代の

懐かしい写真と恩師からのメッ

セージが流れる映像で、画面が切

り替わるたびに会場から歓声が上

がりました。

　総和地区では、立食パーティー

形式で開催。全員で乾杯した後

は、久しぶりに再開した友人と歓

談していました。また、中学校時

代の恩師もお祝いに駆けつけ、新

成人たちは恩師を囲んで思い出話

に花を咲かせていました。

　三和地区でも、中学校時代の恩

師が新成人たちを激励。「大人と

しての自覚と責任を持ち、夢に向

かって全力で進んでほしい」と、

昔と変わらない口調で、温かい言

葉を贈っていました。

▲古河地区の実行委員長、柿沼哲也さ

ん（写真右上）。「古河地区成人の集い

のテーマは『LOVE&PEACE』。たくさ

んの人に支えられて生きているという

自覚を持ちましょう」とあいさつしま

した

▲「成人の誓い」を発表する加藤歩美

さん（総和地区）。「自分たちの夢や目

標に向かってさらなる努力を心がけ、

社会に貢献できる大人になることを決

意します」と誓いました

大人としての
　　　　新たな門出

成人の集い



広報広報古河古河 2006.２. 2006.２.１１ 5

2006　成人の集い

①公会堂での成人の集

い。実行委員による手作

りの張り紙で入り口や正

面を飾りました

②晴れ着姿でピース（古

河地区）

③受付で昔の友人と再

開。思わず、そこで長話

になってしまうことも

（総和地区）

④「はたちの抽選会」。さ

まざまな賞品が用意され

ました（古河地区）

⑤市から新成人に記念品

が贈られました。記念品

の内容は、集いの最後に

撮影する集合写真。二十

歳の良い記念になること

でしょう（総和地区）

⑥恩師を囲んで。教え子

の成長ぶりに驚く先生も

いました（総和地区）

⑦⑧中学校時代の恩師が

集合。会場から歓声が上

がりました（三和地区）

①

④③

②

⑤

⑦ ⑧

⑥
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市議会定例会特集

　11月28日から12月19日まで、第１回古河市議会定例会が開催されました。

市長から提案された案件は報告３件、諮問２件、議案53件（内追加議案19件）、

認定23件。また議員から提出された案件は議案１件。全議案原案可決されまし

た。一般質問は26人でした。主な議案等は次の通りです。

○平成17年度古河市一般会計予算○平成17年

度古河市特別会計予算（国民健康保険、老人保

健、介護保険、公共下水道事業、広域中央運動

公園、農業集落排水事業、ゴルフ場事業、古河

駅東部土地区画整理事業）○平成17年度古河市

水道事業会計予算○古河市長の給与の特例に関

する条例の制定について○古河市長期継続契約

を締結することができる契約を定める条例の制

定について○古河市福祉、保健及び医療に関す

る施設の設置及び管理に関する条例の一部改正

について○古河市医療福祉費支給に関する条例

の制定について○古河市医療費助成に関する条

例の制定について○古河市予防接種健康被害

調査委員会設置条例の制定について○平成17

年度古河市一般会計補正予算○平成17年度古

河市特別会計補正予算（国民健康保険、老人保

健、介護保険、公共下水道事業、広域中央運動

公園、農業集落排水事業、ゴルフ場事業、古河

駅東部土地区画整理事業）○平成17年度古河市

水道事業会計補正予算○平成16年度古河市一

般会計歳入歳出決算認定について○平成16年

度古河市特別会計歳入歳出決算認定について

第１回第１回
　　古河市議会定例会　　古河市議会定例会

市長提出議案
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（古河市立学校給食共同調理場、国民健康保険

事業、老人保健事業、介護保険事業、公共下水

道事業、ゴルフ場事業）○平成16年度古河市水

道事業会計決算認定について○平成16年度総

和町一般会計歳入歳出決算認定について○平成

16年度総和町特別会計歳入歳出決算認定につ

いて（国民健康保険、老人保健、公共下水道事

業、広域中央運動公園、農業集落排水事業、介

護保険）○平成16年度総和町水道事業会計決算

認定について○平成16年度三和町一般会計歳

入歳出決算認定について○平成16年度三和町

特別会計歳入歳出決算認定について（国民健康

保険、老人保健、農業集落排水事業、公共下水

道事業、介護保険）○平成16年度三和町水道事

業会計決算認定について○古河市教育委員会委

員の任命につき同意を求めることについて○古

河市監査委員の選任につき同意を求めることに

ついて○古河市公平委員会委員の選任につき同

意を求めることについて○古河市固定資産評価

審査委員会委員の選任につき同意を求めること

について○古河市特別参与の設置に関する条例

の制定について

○市長の専決処分事項の指定について

（敬称略）　　　　　

　古河市教育委員会

　委　員　長　松沼　健（尾崎）

　委員長職務代理者

　　　　　　長濵　勲（下辺見）

　委　　員　今泉　優（大和田）

　委　　員　遠藤　裕子（駒羽根）

　教　育　長　松原　俊二（原町）

　古河市選挙管理委員会

　委　員　長　宇都木　誠一郎（幸町）

　委員長代理

　　　　　　田中　行男（前林）

　委　　員　青木　利夫（下大野）

　委　　員　馬場　實（東山田）

　古河市監査委員

　代表委員　阿久津　邦男（女沼）

　委　　員　赤岩　茂（諸川）

　委　　員　山中　利彦（東一丁目）

　古河市公平委員会

　委　員　長　染谷　泰雄（磯部）

　職務代理者

　　　　　　水越　行男（尾崎）

　委　　員　小池　利侑（原町）

　古河市固定資産評価審査委員会

　委　員　長　岩崎　清（中央町一丁目）

　職務代理者

　　　　　　鈴木　昭吾（仁連）

　委　　員　黒川　寛藏（葛生）

　委　　員　岡安　政夫（下辺見）

　委　　員　廣田　久（東山田）

　委　　員　秋庭　壽（大山）

　古河市特別参与

　　　　　　舘野　喜重郎（諸川）

　12月20日、古河市教育委員

会が開催され、委員の互選によ

り教育委員長に松沼健氏、教育

長に松原俊二氏が選任されまし

た。任期は平成21年12月19日

までとなります。 松原　俊二　教育長

議員提出議案

各委員等人事

教育長選任
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★趣旨

　古河市の「古」の字を基調に豊かな自然の中で

いきいきする古河市民を象徴的に表現しました。

　赤は太陽、緑は大地、青は清流で自然に恵まれ

た古河市をイメージしました。シンプルで、親し

みやすく、多くの人に長く愛されるデザインで

す。また、縮小、単色、白黒にも耐えられ、多用

途な使い方ができます。（作成者原文引用）

★作成者

　工藤　和久さん（青森県 弘前市）

※作成者の趣旨を損なわない範囲で色・デザイン

の補正をしました。

★決定までの経過

　古河市、総和町、三和町が、平成17年９月12

日に合併し、誕生した新「古河市」の市章を制定

するにあたり、新市の将来像である「風格と希望

に満ちた“いきいき古河”」にふさわしいデザイン

を広く全国から募集したところ、1,026点の作品

の応募がありました（９月２日締切）。

　10月12日に古河市市章候補選定委員会を開催

し、５点までに選定されました。そして12月１

日から15日まで住民アンケートを実施し、下記

の結果になりました。

　アンケートの得票１位の作品を最優秀作品と

し、古河市の市章として採用することに決定しま

した。今後、市旗や道路看板、封筒などに活用し

ていきます。

　たくさんのご応募、ご投票、ありがとうござい

ました。

市章デザイン決定！

★市章アンケート結果（アンケート投票総数 7,274 票）

【問】本庁企画政策課

市章特集
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　県西・県央地域の交流促進のために整備が進められて

いる筑西幹線道路。この道路について、北関東自動車

道・（仮称）岩瀬I.Cから新４号国道までの区間は、既に

概略ルートが決定していましたが、今回、国道４号から

新４号国道間の約6.2㎞の概略ルートが決定しました。

　なお、詳細は決定しだい順次お知らせします。

航空写真撮影に伴う標識板の設置

　道路計画の基礎資料とするために航空機から写真を撮

影します。写真を撮影する前に、空中から特定した位置

を確認する目的で、白い標識板を公共用地および国家基

準点等に設置します。設置した標識は、撮影終了後、速

やかに撤収します。

　皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。

期　間　平成18年２月から３月まで

位　置　概略ルート図（古河市内）のとおり

【問】茨城県境土木事務所道路河川整備一課☎87－
1953、市役所本庁都市整備課

概略ルート図（全体）

概略ルート図（古河市内）

筑西幹線道路特集

筑西幹線道路

古河市内の
概略ルート決定
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　１月10日、市役所会議室で、

第１回の行政改革推進委員会が開

催されました。行政改革推進委

員は、公募委員と学識経験者の

計10人で構成され、任期は３年

（今年度は年度途中のため、平成

20年３月まで）です。委員会では

互選により委員長には岩本清治さ

ん、副委員長には日毛和夫さんが

選ばれました。

　行政改革推進委員会は、市長の

求めに応じ、次の事項について調

査・審議し、必要な意見・提言を

述べてもらい、行政改革に反映さ

せていきます。

（1）行政改革大綱の策定に関する

　　こと。

（2）行政改革の進行管理に関する

　　こと。

（3）その他、委員会が必要と認め

　　る事項に関すること。

　また、大綱に掲げられた事務が

どのように進められているかの報

告を市長より受け、市民の視点か

ら意見・提言を述べてもらいます。

行政改革推進委員会

行政改革推進委員会特集

行政改革
古河市
　行政改革推進委員会

開　催

行政改革推進委員会委員
（敬称略）

氏　名（住　所） 備　考

斉藤　芳雄（東牛谷）学識経験者

根森　　健（常盤町）学識経験者

渡辺美智子（東本町）学識経験者

岩本　清治（小堤） 学識経験者

田中　衛八（東山田）学識経験者

日毛　和夫（上辺見）公募委員

荒川　正之（仁連） 公募委員

安藤　和子（小堤） 公募委員

塚原　信一（恩名） 公募委員

緑川美雅世（尾崎） 公募委員

行政改革大綱

　行政内部の改革をど

のように進めていく

かの指針で、策定にあ

たっては、行政内部組

織で市長を本部長と

する『行政改革推進本

部』と行政外部組織で

ある『行政改革推進委

員会』により審議・検

討していきます。
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法務大臣表彰
　猿島地区保護司会会長の千野欣重さん（下大

野）が、保護司活動において、地域社会のボラン

ティアとして多年にわたり更生保護行政の推進に

貢献したとして法務大臣表彰を受けました。

　千野さんは、昭和57年に保護司として委嘱さ

れて以来、現在まで23年間にわたり犯罪や非行

をした人が地域の中で早期に更生できるよう助け

るとともに、地域の犯罪や非行の予防を図る活動

を続けてきました。この功績が認められ、この度

の受賞となりました。

第32回交通安全母親全国大会で表彰
　古河市交通安全母の会連合会が、永年にわたり

母親の立場から交通事故防止活動を地域において

積極的に推進したとして、第32回交通安全母親

全国大会で、社団法人全国交通安全母の会連合会

会長から表彰されました。

社会福祉で表彰
○社会福祉法人全国社会福祉協議会会長表彰

　30年以上にわたり民生委員児童委員として地

域の福祉向上に貢献したとして表彰されました。

・猿山　京子さん（鳥喰）

・中野　孝子さん（古河）

○全国民生委員児童委員連合会会長表彰

　17年以上にわたり民生委員児童委員として地

域の福祉向上に貢献し、全国永年勤続民生委員児

童委員表彰を受賞しました。

・垂井千鶴子さん（駒羽根）

茨城県選抜チームで出場
　昨年12月24日～27日、大阪府立体育館をメ

イン会場として行われたＪＯＣ（ジュニアオリン

ピックカップ）第19回全国都道府県対抗中学バ

レーボール大会に、江原知樹さん（古河一中３

年）、高橋正彰さん（古河一中３年）、田中亮祐さ

ん（古河一中３年）、釜井涼子さん（古河一中３

年）、中村彩羅さん（古河一中３年）、山田千尋さ

ん（三和北中３年）が茨城県選抜選手として出場

しました。

　茨城県選抜チームは女子が予選リーグ敗退。男

子はベスト８の成績を収めました。

江原　知樹さん

釜井　涼子さん

高橋　正彰さん

中村　彩羅さん

田中　亮祐さん

山田　千尋さん

各種表彰特集
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　冬は火災の起こりやすい季節。

万が一のときの緊急事態に備え

て、古河市古河消防団と総和消防

団では昨年12月、消防機械器具

の置き場点検を実施しました。

　市長や消防署員などが各分団の

詰め所を巡回し点検したところ、

各分団とも非常によく整備され、

いつでも出動できる態勢でした。

出動態勢は万全です

　１月８日、広域中央運動公園で古河市総和消防出

初式が行われました。これは、古河市総和消防団と

消防署員が出そろって、点検を行うものです。

　点検の内容は、服装、消防手帳や消防ポンプ車の

機械器具、部隊訓練など。全団員を2中隊に分けて

の部隊訓練では、副団長の合図に合わせて一糸乱れ

ぬ動作を見せていました。また、三田幼稚園の幼年

消防クラブが特別参加。防火の誓いをした後、かわ

いい踊りで式に華を添えていました。

　火災などの災害から、市民の生命と財産を守る消

防団。一年の始まりに、団員たちの士気が大いに高

まりました。

防火の決意を新たに

▲西南広域消防の消防はしご車に試乗

体験。その高さにはびっくり

▲幼年消防クラブの防火の誓い。日ご

ろから火事に気を付けましょう

▲火災の一報を受ければ、いつでも駆

けつける消防団

▲赤、青、黄色…色とりどりの一斉放水

▲消防ポンプ車を念入りにチェック ▲不測の事態に備えて、整備・点検は

欠かせません

H O T N E W S
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　１月15日、中央公民館で古河

市子ども会育成連合会総和地区に

よる新春子ども会こま凧作り・凧

あげ大会が開かれました。参加し

たのは約50組の親子。講師の杉

山文男先生の指導を受けながら、

手作り凧に挑戦しました。

　３時間ほどで凧を完成させ、い

よいよ凧あげ。広域中央運動公園

に移動して、どの凧がうまくあが

るか競い合いました。

　１月21日、新「古河市」誕生記念式典に先立ち、広域中央運動公園総

合体育館で姉妹都市盟約締結式が行われました。古河市と締結したのは

福井県大野市、栃木県さくら市、山形県真室川町の３市町です。

　大野市は、霊峰白山の支脈に囲まれた盆地にあり、九頭竜川が流れる

自然に恵まれたまち。歴史的には、古河藩主土井家の初代当主である利

勝の子、利房が越前大野藩の祖となっています。

　さくら市は、昨年、旧喜連川町と旧氏家町が合併して誕生。荒川など

４つの河川が南北に貫流する、水清く緑の多いまちです。歴史的には、

五代古河公方足利義氏の娘、氏女と喜連川の国朝が結婚し、古河の足利

家は喜連川へ移り喜連川氏を名乗るようになりました。

　真室川町は、真室川音頭や梅で知られる農林業が盛んなまちです。今

から380年ほど前、真室川の城主鮭延秀綱が、古河城主土井家に預かり

の身となり、秀綱没後、大堤に鮭延寺が建てられました。

姉妹都市盟約を締結

手作りの凧を大空へ

▲うまく飛ぶかどうか、糸目の調整にかかっています ▲天まで届け！私の凧

▲「北陸の小京都」といわれる歴史の

まち、大野市と締結

▲温泉のまち、さくら市と締結 ▲山形県最北部のまち、真室川町と締

結

H O T N E W S
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－観光ボランタリー・ガイドとは

どんな方ですか

　古河地区を訪れる旅行者に観光

を案内・紹介しているボランティ

アで、現在18人の会員がいま

す。駅西口にあるHana（まちな

か再生市民広場内）に、正月三が

日を除いた毎日、会員１人が常駐

していて、要請があれば無料で古

河地区を案内します。

　会員は研修会をしたり、水戸

市、日立市、石岡市、土浦市のボ

ランティアと年に一回交流会を開

いたりして、常に地域を知る努力

や、新しい知識を習得するよう勉

強しています。

－観光ボランタリー・ガイドを始

めたきっかけは

　とにかく、古河という「まち」

を活性化させたいという気持ちが

ありました。そして、「まち」を

元気にするのには観光が一番だと

思ったんですよ。観光に来てくれ

た人は、リピーターになってくれ

ることが期待されますからね。観

光紹介だけでなく、温かい地域の

魅力を紹介して、地域づくりに貢

献していきたいと思っています。

　「デモクラシー」「ロマン」等の

言葉で形容される大正時代は、ひ

ろく自由主義が謳
おう

歌
か

され、また児

童文化が興隆・発展した時代でも

ありました。大正７年創刊の『赤

い鳥』に続き、次々と子どものた

めの雑誌が刊行されるなか、大正

11年、「絵本の王様」と称される

画期的な絵雑誌が登場します。以

後に発行される幼児向けの雑誌の

典型となったその雑誌の名は『コ

ドモノクニ』。

　従来の諸誌に比べ大型で厚手の

マット紙にカラーオフセット印刷

を導入、枠のない見開き画面いっ

ぱいに印刷された絵。当時の子ど

もの本としてはたいそう豪華で洒
しゃ

落
れ

ており、まさに「王様」と呼ぶ

にふさわしい際だった存在でし

た。またこの雑誌からは、今なお

歌い継がれる「兎
うさぎ

のダンス」「雨降

りお月さん」「アメフリ」などの童

謡が生まれています。

　ところで、この『コドモノク

ニ』の生みの親が古河生まれの人

物であったことをご存じですか? 

鷹見久太郎がその人です。

　明治８年、古河町長谷（現鷹見

泉石記念館）に生まれた久太郎は

文学を志して東京専門学校（現早

稲田大学）に入学、野口雨情や窪

田空穂らと交際し、明治38年に

は国木田独歩が編集長をしていた

近事画報社でジャーナリストとし

ての道を歩み始めます。その後、

独歩から『婦人画報』等の発行を

受け継ぎ東京社を設立。そして大

正11年、編集主任に和田古江、

編集顧問に倉橋惣三、童謡顧問に

北原白秋、野口雨情、作曲顧問に

中山晋平、絵画主任に岡本帰一、

武井武雄といった当代一流の諸氏

を迎え、『コドモノクニ』を創刊し

たのでした。

　現在、古河文学館では企画展

「鷹見久太郎と『コドモノクニ』」

を開催中です。古河ゆかりの人物

が生んだ「絵本の王様」の世界を

ぜひ覗
のぞ

いてみてください。

（企画展は３月12日まで）

（古河文学館　秋澤正之）

　歴史と伝統が息づくまち古河市。そんな古河市を紹介するため、

古河地区では観光ボランタリー・ガイド協会の皆さんが活躍していま

す。会長の佐々木信夫さんにお話しを伺いました。

『コドモノクニ』

鷹見久太郎が生んだ絵本の王様

佐々木信夫さん

（松並町・72歳）

▲『コドモノクニ』『コドモノテン

チ』と創刊者・鷹見久太郎
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◇一般書

・ピエトロのパスタ

ピエトロ　著

　大人気パスタ専門店のベストス

パゲティ&サラダなど、全107レ

シピを初公開。人気のパスタか

ら、アンティパスト、ドリア、リ

ゾットのレシピも紹介する。

出版社　パルコ

請求記号　596　ピ

所蔵館　小堤公民館（つつみ館）

・箪笥のなか

長野まゆみ　著

　親戚の家から引きとってきた古

い紅
あか

い箪
たん

笥
す

。この箪笥、なんだか

不思議な箪笥だ。抽
ひき

斗
だし

を開けると

……。長野まゆみの新境地が、

いまここに拓
ひら

かれる。月刊誌『群

像』掲載を単行本化。

まくらがとは…万葉集にある古河にかかる枕詞

－今後の抱負は

　案内した人たちが、渡良瀬遊水

池から見渡す美しい景色や文化財

の豊富さに感動してくれると、と

てもうれしいんですよ。

　古河市は、古くは万葉集にも登

場して、足利氏とのつながりも深

い。歴史的には、政治文化で重要

な位置を占めてきたんですよね。

利根川・渡良瀬川に面した豊かな

自然と、城下町・宿場町の面影が

残っています。そんな古河市の良

さを、もっともっとたくさんの人

に知ってもらいたいですね。

　ありがとうございました。ます

ますのご活躍をお祈りします。

出版社　講談社

請求記号　F　ナ

所蔵館　生涯学習センター総和

（とねミドリ館）

◇児童書

・100円ショップ大図鑑

PHP研究所　編

　私たちのくらしと切っても切

れない100円ショップ。100円

ショップの人気の秘密、安さのし

くみ、店長さんや店員さんの仕

事、商品がお店にとどくまでの流

　古河市を訪れた人たちに喜んでもらい、また来たいと感じて

ほしいという佐々木さん。市民みんなが佐々木さんのように、

「おもてなしの心」を大切にしていきたいですね。

れなどにせまります。巻末には用

語解説を収録。

出版社　PHP研究所

請求記号　K673

所蔵館　ユーセンター総和

・あひるのガガーリン

二宮由紀子　文

いちかわなつこ　絵

　遊園地のあひるいけに住むガ

ガーリン。おしりの巻き毛がかっ

こいいでしょ？　があがあがあ。

ゆかいなアヒルのちょっとうれし

い毎日を描いた、幼児への読み聞

かせにぴったりの短編を３本収

録。絵本雑誌『ほっぺ』掲載に加

筆し単行本化。

出版社　学研

請求記号　E　ア

所蔵館　中央公民館

図書館

おすすめの図書

▲３月には桃まつりも開催されます。たくさんの人に来てもらいたいですね



広報古河広報古河 2006.２. 2006.２.１１16

　「昔、この地にあった沼の岸にお釈迦様の

像が流れ着いたと言う伝説が地名の由来と聞

いています」と話してくれた区長の関口徹さ

ん。釈迦行政区は７町内会350戸あり、行政

区の決め事は、話し合って納得で進めること

が原則だそうです。

　伝統行事として「子ども御
み

輿
こし

」と「山車お囃
はや

子
し

」で町内会

を巡り、特別のご馳
ち

走
そう

を食べ

て世間話に華を咲かせる「夏

祭り」があります。また、櫓
やぐら

組み立て、飾りつけをし、伝

統のお囃子に合わせて皆で踊る納涼盆踊り

も、大人も子どもも楽しめる夏の風物です。

　秋には行政区内の70歳以上の人を招待し

て集落センターで行われる「招待敬老会」。

手料理や演芸でゆっくりくつろいでいただく

この会は、お年寄りにとても喜ばれています。

「この会のメインイベントが総和ばやしの生

演奏です。長らく途絶えていた『釈迦お囃子

会』が、先輩たちの努力で26年前に復活し、

老いも若きも一緒になって演奏する姿は仲の

良さを象徴するものです」と話す区長さん。

　正月には行政区女性部の

新年会。アイデアいっぱい

の出し物を町内会ごとに披

露します。新年早々、町内

会ごとの準備や練習のマル

秘ニュースが街中を駆け巡

　　　　　　　　り、当日の会場は笑顔と拍

手が絶えないそうです。

　「釈迦行政区は、行政区行事や民俗芸能活

動を通して地域コミュニティづくりをしてい

ます。これも諸先輩からの伝承であり、この

地に『一致協力』のこころが根付いているから

でしょう」と区長さんは話してくれました。

　今から約１万2,000～2,400年前ごろまで

の時代を縄文時代といいます。縄文時代の遺

跡は、河川や沼、谷
や

津
つ

に面した台地縁辺部に

多く位置しており、現在市内全域で195遺跡

を確認しています。縄文人たちのものづくり

は、土器から始まり、中期以降になると日用

品ではない、いわば呪術的な道具である土
ど

偶
ぐう

や土
ど

版
ばん

、仮面、石
せき

棒
ぼう

、石
せっ

剣
けん

や耳飾り、首飾り

などのアクセサリーの類まで広がっていきま

した。

　釈迦地区を通る県道つくば古河線の工事に

先立って発掘調査が行われた釈迦才仏遺跡で

も、縄文時代後期から晩期の竪穴住居跡19

軒が確認されるとともに、祭
さい

祀
し

（信仰に関わ

る祭り）や呪
じゅ

術
じゅつ

に使用されたと考えられる道

具が数多く出土しています。後期の住居跡か

ら出土した土製仮面は全国的にも出土例が少

なく、県内でも他には古河第一中学校が所蔵

するものがあるだけです。眼
がん

孔
こう

・耳
じ

孔
こう

が穿
うが

た

れた人面大のもので、直接顔に着装して使わ

れたのかもしれません。また、透かし彫りの

施された土製の耳飾りや子孫繁栄を祈ったと

考えられている土偶や石棒も多数発見されて

います。

　これら土偶や石棒は破損した状態で出土す

ることが多いのですが、こわして捨てること

によって、新たな命の誕生を願う祭祀を行っ

ていたと考えられています。

伝統を受け継いで「和気あいあい」   　　　　　　釈迦行政区

縄文時代の祭祀遺物

コミュニティ通信

古河の文化財

▲釈迦才仏遺跡出土の土製仮面

▲敬老会にて。伝統を守るお囃子会
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　「黒い紙とカッターがあれば、きり絵は挑

戦できます」とは講師の和田賢次さんの言葉。

　さくら館（下大野公民館）が主催するきり

絵教室は１年間の長期講座で、３年目を迎え

ます。講座生は13人。２年、３年と学んで

いる人や１年目の人も、自分のペースで作品

作りに励んでいます。

　きり絵を始めようと思ったきっかけを聞

いてみると「たまたま旅先で見たきり絵に惹
ひ

かれてしまって……」「展覧会で魅せられて

……」「友達に誘われて……」と理由はそれぞ

れです。

　実際やってみてどうですかと聞くと「とて

も細かな作業なので大変ですが、出来上がっ

たときの感動は格別なものがあります」「毎

日ちょっとずつですが、ひとつのことに集中

できる時間が持てるのがうれしい」「きり絵

を始めてから日常の風景が違って見えるよう

になりました」など皆さんどっぷりときり絵

の魅力にはまっている様子。

　講座生の中には、習い始めて半年で全国規

模のきり絵展に出品された人も。また、小さ

なきり絵を作っては、はがきに貼
は

ってかわい

いお孫さんにプレゼントする人も。それぞれ

自分なりのきり絵の楽しみ方を発見してるよ

うでした。

　「世の中に たえてさくらのなかりせば 春

の心はのどけからまし」

　この世に桜がなければ、春の心はのどかな

のにと「古今和歌集」

に詠んだのは、在
あり

原
わらの

業
なり

平
ひら

。桜がいつ咲くか

とやきもきするくらい

なら、いっそ桜などな

かったら……そんな風

に考えたのでしょう。

桜の開花を今か今かと

待ち望む気持ちは、今

も昔も変わりないよう

ですね。

　地域住民の憩いの場、ふれあいの場として

親しまれている「三和ふるさとの森」は、四

季折々に豊かな景観が楽しめるよう、さまざ

まな植物が植えられていますが、三和地区有

数の桜の名所でもあります。芝生広場やひょ

うたん池の周りに植えられている約50本の

桜が、静かに春の訪れを待っています。

　今年も新緑をバックに

咲く桜に囲まれて、遊具

で遊ぶ親子連れや「花の

宴」を楽しむ団体などで

にぎわうことでしょう。

小鳥たちのさえずりに耳

を傾けながら、満開の桜

の木の下で、のんびりと

春の日を過ごしてみては

　　　　　　　　　いかがですか？

　　　　　　　　　　「春きぬと　人は言へ

どもうぐひすの　鳴かぬかぎりはあらじとぞ

思ふ」…「古今和歌集」壬
み

生
ぶの

忠
ただ

岑
みね

【問】本庁都市整備課

紙とカッターで作る美の世界　　　　　きり絵教室を訪ねて

桜の名所 三和ふるさとの森

パークライフ

趣味ゆうゆう

▲桜の季節には、ぜひお越しください

▲刃先に神経を集中させて……
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　１年で最大の行事であるクリ

スマスの４週間前からオープ

ンするドイツのクリスマスマー

ケット。午後４時頃
ごろ

から暗くな

る冬の街は、このマーケットの

出店の焼き栗やアーモンドの甘

い匂
にお

いで溢
あふ

れ、美しいイルミ

ネーションに飾られとても温か

な雰囲気に包まれます。

　故郷渡良瀬川の古河からドイツ南部のフライブルグ市を経て、ライン河

の街デュッセルドルフ近郊の日系会社で働き始めたのが19年前の12月。

「年月を重ねるにつれ故郷の思い出が深まる」と言うのは本当なんだと実

感する今日この頃です。

　四季折々の思い出。初春の桃祭り。あの頃はうっとうしいと思った頼政

神社の油
あぶら

蝉
ぜみ

が今は妙に懐かしく思う夏。渡良瀬川の土手にススキがさわ

さわと風に揺れる秋。そして、実家から近い三国橋の土手に立つとお天気

の良い冬の早朝、右手には日光連山、左手には富士山を眺められるという

“贅
ぜい

沢
たく

”にずっと長い間気が付かずに過ごしていた自分を発見しました。

　この故郷にドイツ人の主人を紹介できたのが1994年の秋でした。古河

駅から見学コースを取り、第一小学校、文学館へと案内、そして日本史に

登場する古河藩家老鷹見泉石の記念館を見学した際、管理人さんから家屋

建築の説明を受け、とても感心していたのを今でもよく覚えています。

　最後になりますが、古河市と総和町と三和町とが合併し、今までの隣町

というよそよそしい感覚から、ハーモナイズされた新古河市として発展す

ることを祈念してやみません。

「和と融合を目指す古河市に幸あれ！」

▲ライン河沿いのプロムナード。水面に故

郷の渡良瀬を感じて

ドイツ在住

　栗原・レーナルト　エミさん



人口と世帯

お詫びと訂正

寄　付
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総人口　146,897人　（-30）

　男　　 73,644人　

　女　　 73,253人　

世帯数　 51,527世帯（+12）

（ ）内は前月比

（12月末日現在　住民基本台帳から）

　肥満傾向の子どもが年々増加し

ています。１歳までの赤ちゃんは

ちょっと太り気味でも心配ありま

せんが、問題なのは２歳を過ぎて

からの肥満。最近では小児の生活

習慣病も注目され、「肥満の子ど

もは肥満のまま大人になる割合が

高く、将来の生活習慣病につなが

る」という専門家からの報告もあ

ります。次のことに注意し、子ど

もの肥満を予防しましょう。

○食習慣

　毎日の食事は、緑黄色野菜や魚

などを多くして栄養バランスの良

い献立にし、１日３食決まった時

間に。また、おやつは欲しがるだ

け与えるのは禁物です。時間と量

をきちんと決めて、糖分や脂肪分

の多いものは避けましょう。

○運動習慣

　運動不足にならないようにテレ

ビやゲームの時間をきちんと決

め、なるべく体を使った遊びや外

で運動をするよう心掛けたいです

ね。また、一緒に散歩をしたり、

掃除をしたりして親子で体を動か

すのも効果的です。

○生活のリズム

　夜型の生活は、睡眠不足ととも

に肥満を招く原因になります。遅

くても9時までには寝て、朝6時

には起きるような習慣を身に付け

させましょう。

　親の生活習慣が子どもに大きく

影響しますので、家族ぐるみでよ

り健康的な生活が送れるといいで

すね。　　　　　 （健康推進課）

　広報１月号11ページ「お詫

びと訂正」の中で、茨城県表

彰・特別功労賞の粕谷榮市様

のお名前に誤りがありまし

た。謹んでお詫び申し上げ、

訂正させていただきます。

健康情報局健康情報局健康情報局

　６月から開催されるワールド

カップで、今年も高まりそうな

サッカー熱。サッカーといえば男

子のサッカーが人気ですが、最近

は女子サッカーも人気が出てきて

います。

　「私もサッカーをやりたい」と

いうサッカー好きの女の子が集

まっているのが、総和女子ジュニ

アサッカースクール。このスクー

ルは総和サッカー協会が主催して

いるもので、女の子にもサッ

カーの楽しさを知ってもらい

たいと、昨年の9月から開催

しています。メンバーは小学

２年生から中学２年生までの

子どもたち17人。毎週土曜

日の午前中、主に小堤スポー

ツ広場で活動しています。練

習内容はドリブルやパス、ト

ラップ（止め方）など基本的なも

の。「できなかったことができる

ようになると楽しい」とメンバー

は基本技術をどんどん習得してい

ます。また「一番楽しいのは練習

の最後にやるゲームです」とのこ

と。男の子と一緒だと気後れして

しまう子も、ここでは積極的にプ

レーできます。

　サッカーに興味がある女の子は

一緒にプレーしてみませんか。ま

た、対戦チームも募集しています。

問合せは☎92－0061（河内）。

子どもの肥満予防

総和女子ジュニア

サッカースクール

　東京電力株式会社下館支社

が、子どもたちの安全確保、

夜間交通の安全対策、防犯対

策として公衆街路灯器具一式

20基（20万円相当）を寄付。



博物館 ニュース

アイドルアイドル登場アイドルアイドル登場アイドルアイドル登場アイドル登場
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　陽生はまだまだおっぱい

が大好きな甘えん坊。日に

日にできることが増えてい

き、毎日が発見の連続で

す。陽生は電車が大好き

で、毎日線路の近くまで電

車を見に行きます。電車が

来ると「ガタンガタン」「ゴー」などと言いながら体

を揺らし、目を輝かせています。

　先日、陽生の大好きな電車に乗って水族館に行き

ました。電車からの景色に大興奮の陽生。車内で

も相変わらず体を揺らしながら「ガタンガタン」と

言っていました。魚も大好きな陽生は水族館で初め

て見る色鮮やかな魚にも大興奮！小さな魚を指さし

て「ぱくぱく」。大きな魚を指さして「ガオオ～」。

ペンギンを指さして「あ～」などと真
ま

似
ね

していまし

た。猫や犬の真似も上手な陽生ですが、水族館での

観察力には感心させられた一日でした。

（父：大輔さん・母：まどかさん）

材料（５人分）

白菜１㎏、水2.5カップ、アサリ300g、しょうが１

かけ、酒大さじ５、塩・こしょう少量

作り方

①白菜はざく切りにする。しょうがは千切りにする。

②鍋に白菜と水を入れて火にかけ、煮立ったらふた

　をして弱火で約５分煮る。

③アサリとしょうが、酒を加え、再びふたをして４

　～５分、アサリの殻が開くまで煮てこしょうをふ

　る。

④好みで塩を加えて味を調える。

（食生活改善推進会）

　

当
館
展
示
室
Ⅰ
の
陳
列
か
ら
…
…
。

　

現
在
、
列
品
し
て
い
る
資
料
に
『
己

つ
ち
の

巳と
み

庚
か
の
え

午う
ま

会か
い

席せ
き

備び

忘ぼ
う

』
と
い
う
明
治
２
・
３
年
の
記
録
が

あ
り
ま
す
。
折
々
の
茶ち

ゃ

事じ

の
備
忘
録
で
、
記
録

者
は
鷹た

か

見み

忠た
だ

正さ
だ

。
茶
会
に
用
い
た
風
炉
釜
・
炭

取
・
香
合
・
花
入
・
水
差
・
茶
入
・
茶ち

ゃ

杓し
ゃ
く

・
茶
碗
・

建け
ん

水す
い

な
ど
の
道
具
、
棚
や
床
の
飾
り
と
な
っ
た

品
々
、
そ
し
て
懐
石
料
理
の
献
立
で
、
そ
の
と

き
の
茶
事
を
企
画
し
た
亭

主
の
人
と
な
り
や
、
茶
会

そ
の
も
の
の
再
現
を
可
能

と
す
る
記
録
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
こ
の
会
記
に

は
、
明
治
３
年
７
月
19
日

に
開
か
れ
た
「
先せ

ん

考こ
う

十
三

回
御
忌
取と

り

越こ
し

追
善
茶
」
と
い
う
茶
事
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
今
ふ
う
に
い
え
ば
、
「
亡
父
十
三

回
忌
を
追
善
す
る
茶
会
」
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら
く
亡
父
を
偲し

の

ん
で
取

り
合
わ
せ
た
の
で
し
ょ
う
。
「
水
差
」
に
「
阿お

蘭ら
ん

陀だ

」
す
な
わ
ち
、
デ
ル
フ
ト
窯よ

う

に
代
表
さ
れ
る

オ
ラ
ン
ダ
の
焼
物
が
使
わ
れ
て
お
り
、
前
後
の

記
録
に
は
、
菓
子
と
し
て
「
か
す
て
ら
巻
」
を

出
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
亭
主
の
忠
正
が
亡
父
と
は
、
安

政
５
年
（
１
８
５
８
）
７
月
20
日
に
亡
く
な
っ

た
鷹た

か

見み

泉せ
ん

石せ
き

（
１
７
８
５
〜
１
８
５
８
）
の
こ

と
。
屋お

く

上
じ
ょ
う

屋お
く

を
重
ね
る
よ
う
で
す
が
、
泉
石

が
、
古
河
藩
家
老
に
し
て
、
日
本
最
初
の
オ
ラ

ン
ダ
地
図
を
出
版
し
た
人
で
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
、
渡
辺
崋
山
描
く
そ
の
肖
像
画
が
国
宝
と
し

て
き
わ
め
て
著
名
で
あ
る
こ
と
は
申
し
上
げ
る

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

江
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「
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元げ
ん
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（
オ
ラ

　
　
　
　

ン
ダ
正
月
）
」
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も

　
　
　
　

出
席
し
て
い
た
泉

　
　
　
　

石
は
、
赤あ

か

葡ぶ

萄ど
う

酒し
ゅ

　
　
　
　

を
片
手
に
、
た
び

　
　
　
　

た
び
オ
ラ
ン
ダ
料

理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
オ
ラ
ン
ダ
食

材
や
そ
れ
を
演
出
す
る
テ
ー
ブ
ル
ウ
エ
ア
を
収

集
し
て
い
ま
す
。
亡
き
父
を
納
得
さ
せ
る
た
め

に
、
「
阿
蘭
陀
」
水
差
し
の
取
り
合
わ
せ
や
「
か

す
て
ら
巻
」
は
、
こ
の
追
善
茶
事
に
欠
か
せ
ぬ

も
の
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

（
テ
ー
マ
展
「
鷹
見
泉
石
の
交
流
・
オ
ラ
ン
ダ
正

月
」
は
、
４
月
27
日
ま
で
）

古
河
歴
史
博
物
館
学
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永
用　

俊
彦

今月の料理

白菜のアサリ蒸し

エネルギー＝39kcal

たんぱく質＝3.2g

脂　　　質＝0.3g

塩　　　分＝0.6g
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十
三
回
忌
も
阿お

蘭ら
ん

陀だ

風ふ
う

観察力に感心

小久保陽
はる

生
き

くん　（１歳９カ月・松並)

泉石収集の切子瓶とコップ
（国指定重要文化財）


